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緊
張
感
と
集
中
力
で
描
く

どんど焼きで世代間交流
　１月２６日、「にしかた子どもネットワーク」と「にしかたわくわく隊」で組織した実
行委員会主催による「どんど焼き」が行われました。この事業は、世代間交流を通し
て地域全体で子どもたちの健全育成を図ることを目
的としています。子どもたちが新年の抱負を発表し
た後、やぐらに火を点けると、やぐらは勢いよく燃
え上がり、会場からは大きな歓声が上がりました。

笑
い
で
絆
を
深
め
よ
う
！

　

1
月
19
日
、
岩
舟
文
化
会
館
に
て
、
岩
舟
地
域
自
治

会
連
合
会
主
催
の
「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。講
演
は
、落
語
家
の
三
遊
亭
楽
春
氏
に
よ
る「
笑

い
に
学
ぶ
地
域
の
絆
〜
健
康
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
」
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

講
演
の
最
後

に
は
、
氏
に
よ

る
落
語
も
披
露

さ
れ
、
会
場
に

は
訪
れ
た
多
く

の
方
々
の
笑
い

声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

藤岡の伝統、どんと焼きの復活
　

1
月
1
日
か
か
し
の
里
に
て
、
地
元
の
N
P
O
法
人
太
平
山

南
山
麓
友
の
会
主
催
の
「
初
日
の
出
を
見
る
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
最
後
の
初
日
の
出
を
拝
も
う
と
3
0
0
名
を
越

え
る
方
々
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
方
は
「
こ
ん
な
良
い
イ
ベ
ン
ト

を
や
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も
来
た
い
」

と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
の
は
じ
ま
り
に

〜 

初
日
の
出
を
見
る
会 

〜

人気の移住定住促進ツアー
　１月１９日と２６日、移住定住促進ツアーが開催され、２日間で８０人もの方が栃
木市を訪れました。毎回、定員を上回る応募があるこのツアー。今回は、蔵の街散
策や遊覧船体験、今が旬のイチゴ狩り、和菓子作り体験などを楽しみました。参加
者の一人は「１日では周りきれない、また来たい」と栃木市の魅力を満喫したよう
でした。

▲

か
か
し
の
里
か
ら
拝
む
初
日
の
出

▲

笑
い
の
絆
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演

　

す
る
三
遊
亭
楽
春
氏

▲

と
ん
汁
を
食
べ
な
が
ら
日
の
出

　

 

を
待
ち
ま
す

▲勢いよく燃えあがる火柱▲焼いたまゆ玉団子を食べて1年間の無病息災を祈ります

▲和菓子職人の手本を熱心に見つめる参加者▲栃木駅にてお出迎え

▲

素
敵
な
絵
手
紙
で
き
ま
し
た

▲

筆
先
に
神
経
を
集
中
し
ま
す

▲炎の音がパチパチと周囲に響きます▲来場者は身も心も温かな雰囲気に包まれていました

　1月19日、藤岡総合体育館南側広場にて、藤岡地域では8年ぶりとなるどんと
焼きが行われました。これは、藤岡地域のまちづくり実働組織「ハートランドまちづ
くり隊」が、子どもたちに伝統的な行事を体験してもらおうと開催したものです。
　地域住民などが持ち寄った正月飾り、だるまなどに清めをしたうえで火入れが行
われました。パチパチと音を立てて燃えるやぐらのかたわらで、来場者は思い思い
のひと時を過ごしたようでした。

　

12
月
10
日
、
都
賀
公
民
館
で
、
公
民
館
講
座
ふ
れ
あ
い
大

学
「
第
8
回
『
心
を
豊
か
に
す
る
絵
手
紙
教
室
』」
が
午
前
・

午
後
の
２
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
野
谷
瑠
里
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
た
教
室
で
は
、
ま
ず
、

筆
の
持
ち
方
と
動
か
し
方
を
習
い
、
墨
の
量
に
注
意
し
な
が

ら
直
線
と
曲
線
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
は
が
き
に

銀
杏
を
下
書
き
な
し
で
描
き
、
色
付
け
を
し
、
最
後
に
文
字

を
書
い
て
完
成
！
優
し
い
人
柄
の
溢
れ
る
絵
手
紙
が
で
き
ま

し
た
。


